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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　吸込水槽内で鉛直方向に延び、下端に吸込口を有する揚水管と、
　前記揚水管を前記吸込水槽内に固定する固定部材と、
　一端が前記揚水管の上端に接続されるとともに、他端が略水平方向に延びる吐出管に接
続され、前記吸込水槽の上側の据付床に固定されるベンド管と、
　前記揚水管内に軸線に沿って配設され、下端側にインペラを取り付けた回転軸と、
　前記ベンド管の上方に配設され、前記回転軸を回転駆動させるモータとを備え、
　前記揚水管の上端と前記ベンド管の一端に、前記揚水管の軸方向に沿って移動可能に嵌
合して接続する嵌合接続部を設けたことを特徴とする立軸ポンプ。
【請求項２】
　前記揚水管の軸方向に沿った前記ベンド管の上側部に、前記インペラと一緒に前記回転
軸を取出可能な開口部を設けたことを特徴とする請求項１に記載の立軸ポンプ。
【請求項３】
　前記モータのモータケーシングに対して前記回転軸を軸方向に沿って移動可能に配設す
るとともに、所定位置で前記モータケーシングに対して前記回転軸を移動不可能に固定保
持する保持機構を設けたことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の立軸ポンプ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】



(2) JP 5378476 B2 2013.12.25

10

20

30

40

50

　本発明は、立軸ポンプに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　立軸ポンプは、吸込水槽内に鉛直方向に延びるように配管される揚水管と、この揚水管
の上端に接続されるベンド管とを備えている。ベンド管では、揚水管からの上向きの水流
を水平方向に変えて下流側に接続した吐出管に送水する。また、ベンド管には、駆動手段
に連結された回転軸が貫通されている。この回転軸は、揚水管の軸線に一致するように上
側から貫通され、その下端側に水を汲み上げるためのインペラが固定されている。
【０００３】
　特許文献１の立軸ポンプは、ベンド管を吸込水槽の上側の据付床に固定するとともに、
揚水管を固定部材によって吸込水槽内に固定している。これにより、立軸ポンプの荷重を
据付床と吸込水槽の壁面に分散できるようにしている。また、この立軸ポンプでは、揚水
管およびベンド管などの配管類を除き、モータ、回転軸およびインペラなどの駆動系部品
を引き上げ可能としている。これにより、ポンプの分解点検などの作業性を向上できるよ
うにしている。
【０００４】
　しかしながら、特許文献１の立軸ポンプは、新規構築時の設置作業性が悪いという問題
がある。具体的には、吸込水槽および据付床を含む機場を建設する際には、吸込水槽の底
から据付床までの高さ寸法に誤差が生じることを避けることはできない。そのため、吸込
水槽に固定した揚水管にベンド管を連結した後、ベンド管を据付床に固定する際に、ベン
ド管のベースプレートと据付床との間に形成される隙間が一定にはならない。その結果、
ベンド管のベースプレートと据付床との隙間にスペーサを配設するという調整作業が必要
であるため、設置作業性が悪いという問題がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平１１－１５９４９１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、機場に加わる荷重を分散するとともに、設置作業性を向上できる立軸ポンプ
を提供することを課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題を解決するため、本発明の立軸ポンプは、吸込水槽内で鉛直方向に延び、下端
に吸込口を有する揚水管と、前記揚水管を前記吸込水槽内に固定する固定部材と、一端が
前記揚水管の上端に接続されるとともに、他端が略水平方向に延びる吐出管に接続され、
前記吸込水槽の上側の据付床に固定されるベンド管と、前記揚水管内に軸線に沿って配設
され、下端側にインペラを取り付けた回転軸と、前記ベンド管の上方に配設され、前記回
転軸を回転駆動させるモータとを備え、前記揚水管の上端と前記ベンド管の一端に、前記
揚水管の軸方向に沿って移動可能に嵌合して接続する嵌合接続部を設けた構成としている
。
【０００８】
　この立軸ポンプを設置する際には、揚水管を吸込水槽内に配置して固定部材によって固
定する。その後、ベンド管の一端を揚水管の上端に嵌合させて、ベンド管を据付床に固定
する。この際、吸込水槽と据付床の高さ寸法の誤差を、ベンド管を揚水管の軸方向に移動
させることにより吸収できる。このように、設置時には誤差の調整作業が不要であるため
、設置作業性を向上できる。しかも、この立軸ポンプは、吸込水槽と据付床に荷重を分散
できるため、機場に要求される強度を低減できる。
【０００９】
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　この立軸ポンプでは、前記揚水管の軸方向に沿った前記ベンド管の上側部に、前記イン
ペラと一緒に前記回転軸を取出可能な開口部を設けることが好ましい。このようにすれば
、揚水管およびベンド管などの配管類を除き、駆動手段、回転軸およびインペラを引き上
げることができる。そのため、吊り上げる必要がある機器の重量を軽量化でき、ポンプの
分解点検などの作業性を向上できる。
【００１０】
　また、前記モータのモータケーシングに対して前記回転軸を軸方向に沿って移動可能に
配設するとともに、所定位置で前記モータケーシングに対して前記回転軸を移動不可能に
固定保持する保持機構を設けることが好ましい。このようにすれば、下端側に固定したイ
ンペラの隙間調整を容易に行うことができる。そのため、設置に関する作業性を大幅に向
上できる。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の立軸ポンプでは、揚水管とベンド管に嵌合接続部を設けているため、吸込水槽
と据付床の高さ寸法の誤差を、ベンド管を揚水管の軸方向に移動させることにより吸収で
きる。よって、設置時には誤差の調整作業が不要であるため、設置作業性を向上できる。
しかも、この立軸ポンプは、吸込水槽と据付床に荷重を分散できるため、機場に要求され
る強度を低減できる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の立軸ポンプを用いたポンプ設備を示す断面図である。
【図２】図１のインペラ部分の拡大断面図である。
【図３】図１のモータ部分の拡大断面図である。
【図４】立軸ポンプの第１設置工程を示す断面図である。
【図５】立軸ポンプの第２設置工程を示す断面図である。
【図６】（Ａ），（Ｂ）は吸込ベルマウスとインペラとの隙間の調整状態を示す拡大断面
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施の形態を図面に従って説明する。
【００１４】
　図１は、本発明の実施形態に係る立軸ポンプ１０を用いたポンプ設備を示す。この立軸
ポンプ１０は、直管状のケーシング１１を備え、このケーシング１１をポンプ機場の吸込
水槽１と据付床２の両方に固定したものである。
【００１５】
　まず、立軸ポンプ１０を設置するポンプ機場は、図示しない流入側管路から流入する雨
水等の水を貯留する吸込水槽１がコンクリート等の打設により設けられている。この吸込
水槽１の上方は、据付床２によって覆われている。この据付床２は、吸込水槽１の底部１
ａから所定間隔をもって設けられ、その上側の空間がポンプ室３を構成する。また、据付
床２には、吸込水槽１への水流入方向の下流側端部近傍に位置するように、貫通孔２ａが
設けられている。この貫通孔２ａの周囲には、円筒状をなすように上向きに突出する据付
部２ｂが設けられている。
【００１６】
　立軸ポンプ１０のケーシング１１は、吸込水槽１内で鉛直方向に延びるように配管され
る揚水管１２と、揚水管１２を通した鉛直方向の水流を水平方向に変えて下流側へ吐出す
るベンド管２０と、揚水管１２を吸込水槽１に立設するための固定部材２８とを備えてい
る。
【００１７】
　揚水管１２は、据付床２の貫通孔２ａから鉛直下向きに延び、固定部材２８によって固
定されるもので、吸込ベルマウス１３とベーンケーシング１５と中間継手管１７Ａ～１７
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Ｃとで構成されている。図２に示すように、吸込ベルマウス１３は、下向きに漸次拡径し
た略円錐筒状をなし、その下端開口からなる吸込口１３ａが、固定部材２８によって吸込
水槽１の底部１ａに対して所定の距離を隔てて対向配置されている。本実施形態では、イ
ンペラ５４の羽根５４ａの外縁が摺接する部分を、別体のプロテクタ管１４により構成し
ている。このプロテクタ管１４は逆円錐筒状をなし、下端が吸込ベルマウス１３に水密に
連結されている。ベーンケーシング１５は筒状をなし、プロテクタ管１４の上端に水密に
連結されている。このベーンケーシング１５の内部には、放射状をなすように内向きに突
出する複数のリブ１５ａが設けられている。このリブ１５ａの内側縁には、軸受ケーシン
グ５７を着脱可能に組み付けるための係合部１６が、内向きに突出するように設けられて
いる。中間継手管１７Ａは円錐筒状をなし、ベーンケーシング１５の上端に水密に連結さ
れている。図１に示すように、中間継手管１７Ｂは円筒状をなし、中間継手管１７Ａの上
端に水密に連結されている。中間継手管１７Ｃは円筒状をなし、中間継手管１７Ｂの上端
に水密に連結されている。この中間継手管１７Ｃの上端（揚水管１２の上端）は、図３に
示すように、ベンド管２０の一端の内側に嵌合して接続する嵌合接続部１８とされている
。この嵌合接続部１８の外周部には、ベンド管２０との間をシールするためのシール部材
１９が配設されている。なお、揚水管１２はこの構成に限定されず、例えば中間継手管１
７Ａ～１７Ｃを１つの直管により構成してもよい。
【００１８】
　ベンド管２０は、据付床２の据付部２ｂに固定されるもので、固定用中間継手管２１と
デリベンド２４とで構成されている。固定用中間継手管２１は、軸方向の全長が短い円筒
状をなし、その下端には、据付床２の据付部２ｂの上端に固定するためのベースプレート
２２が径方向外向きに突設されている。固定用中間継手管２１の下端（ベンド管２０の一
端）には、径方向外向きに膨出した嵌合接続部２３が設けられ、この嵌合接続部２３が中
間継手管１７Ｃの嵌合接続部１８の外側に嵌合して接続されている。デリベンド２４は、
垂直方向に延びる第１直管部２４ａに、水平方向に延びる第２直管部２４ｂを接合した如
き逆Ｌ字形状をなす。このデリベンド２４の第１直管部２４ａの下端は、固定用中間継手
管２１の上端に水密に連結されている。また、デリベンド２４の第１直管部２４ａの上端
は、回転軸５１Ａを貫通させるとともに、耐水モータ３０を水密状態で取り付けるための
開口部２５とされている。デリベンド２４の第２直管部２４ｂの端部（ベンド管２０の他
端）には、常閉で手動開閉可能な弁２６を介設した吐出管２７が接続されている。なお、
ベンド管２０はこの構成に限定されず、例えば固定用中間継手管２１とデリベンド２４と
を一体的に設けた構成としてもよい。
【００１９】
　固定部材２８は、吸込ベルマウス１３の吸込口１３ａと吸込水槽１の底部１ａに連結す
ることにより、吸込水槽１内に揚水管１２を鉛直方向に延びるように固定するものである
。この固定部材２８は、図２に示すように、吸込ベルマウス１３の下端外周縁に周方向に
所定間隔をもって配設した複数の支柱２９を備えている。
【００２０】
　ケーシング１１の開口部２５には、水密に閉塞するように耐水モータ３０が取り付けら
れている。図３に示すように、耐水モータ３０は、鉛直方向に延びる筒状のモータケーシ
ング３１を備えている。このモータケーシング３１内には空気が充填されており（乾式）
、揚水管１２の軸線と一致する軸芯にモータ軸３２が配設されている。このモータ軸３２
は中空状をなし、その上下には中空状をなす支軸３３Ａ，３３Ｂが連結されている。これ
ら支軸３３Ａ，３３Ｂは、モータケーシング３１内に配設した軸受３４Ａ，３４Ｂによっ
て回転自在に支持されている。また、モータケーシング３１の内部には、モータ軸３２に
回転子３５が固定され、この回転子３５の外周部に固定子３６が配置されている。
【００２１】
　モータ軸３２には、回転軸５１Ａが軸方向に沿って移動可能に配設されている。この回
転軸５１Ａは、モータケーシング３１の上端を貫通して延び、その貫通した上端部が、カ
ップリング３７によって支軸３３Ａに対して回転不可能に連結されている。カップリング
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３７の上部には、回転軸５１Ａの上端に形成したネジ部に螺合するシャフトナット３８が
配設されている。このシャフトナット３８の回転により、回転軸５１Ａを軸方向に移動さ
せ、かつ、所定位置で移動不可能に固定保持できる（保持機構）。これらカップリング３
７およびシャフトナット３８は、モータケーシング３１の上部に配設したカバー３９によ
り水密に閉塞されている。
【００２２】
　モータケーシング３１の下部には、潤滑油が封入されるオイル室４０が形成されている
。このオイル室４０は、モータケーシング３１の下部に配設したボックス上部４１と、こ
のボックス上部４１の下端開口を封鎖するボックス下部４２により区画されている。オイ
ル室４０の下部には、一次冷却水が封入される冷却水室４３が更に形成されている。この
冷却水室４３は、ボックス下部４２の下端開口に概ね円板状である熱交換器４４を配設し
て封鎖することにより区画されている。この熱交換器４４は、屈曲加工により形成された
多数の伝熱フィンを有し、その外周部がベンド管２０のモータ取付部の上端開口に水密に
連結されている。オイル室４０内には、モータケーシング３１内の空気とオイル室４０内
の潤滑油の間のシール、および、潤滑油と冷却水室４３内の一次冷却水の間のシールを行
うメカニカルシール４５Ａが配置されている。また、冷却水室４３内には、一次冷却水と
揚水管１２を通して汲み上げた揚水の間のシールを行うメカニカルシール４５Ｂが配置さ
れている。
【００２３】
　また、モータケーシング３１の外周部には、所定間隔をもって取り囲むように円筒状の
ウォータジャケット４６が配設されている。これにより、モータケーシング３１とウォー
タジャケット４６との間には、円筒状をなす冷却水空間４７が形成されている。この冷却
水空間４７は、冷却水出口管４８と冷却水入口管４９により冷却水室４３に接続されてい
る。さらに、モータ軸３２の冷却水室４３に位置する部位には、一次冷却水を循環させる
ための循環羽根５０が取り付けられている。
【００２４】
　図５に示すように、耐水モータ３０には、駆動系部品である回転軸５１Ａ～５１Ｃおよ
びインペラ５４が一体的に組み付けられている。具体的には、耐水モータ３０には、モー
タ軸３２に回転軸５１Ａが連結されている。この回転軸５１Ａには、別体の回転軸５１Ｂ
がカップリング５２によって一体的に連結（直結）されている。また、この回転軸５１Ｂ
には、別体の回転軸５１Ｃがカップリング５３によって一体的に連結されている。そして
、この回転軸５１Ｃの下端には、インペラ５４が連結されている。
【００２５】
　回転軸５１Ａ～５１Ｃは、回転軸保護管５５Ａ，５５Ｂおよび軸受ケーシング５７によ
って覆われている。回転軸保護管５５Ａは、耐水モータ３０の下部に固定されている。こ
の回転軸保護管５５Ａの下部には、別体の回転軸保護管５５Ｂが中間軸受５６を介して連
結されている。この中間軸受５６は、中間に位置する回転軸５１Ｂを回転自在に支持して
いる。また、回転軸保護管５５Ｂの下部には、軸受ケーシング５７が連結されている。図
２に示すように、軸受ケーシング５７には、ベーンケーシング１５の係合部１６に係合す
る係合段部５８が設けられている。また、軸受ケーシング５７の上下端には、水中軸受５
９Ａ，５９Ｂが配設されている。これら水中軸受５９Ａ，５９Ｂは、下端に位置する回転
軸５１Ｃを回転自在に支持している。そして、回転軸５１Ｃにおいて、軸受ケーシング５
７から下側に突出した部分にインペラ５４が連結されている。
【００２６】
　この立軸ポンプ１０をポンプ機場に設置する際には、例えば、図４に示すように、揚水
管１２の下端に固定部材２８を一体的に組み付けた状態で、据付床２の上方から貫通孔２
ａに揚水管１２を貫通させる。そして、吸込水槽１の底部１ａ上に固定部材２８を載置し
、固定部材２８を底部１ａに固定する。これにより、揚水管１２が吸込水槽１内で鉛直方
向に立設される。
【００２７】
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　ついで、据付床２上にベンド管２０を配置し、図５に示すように、固定用中間継手管２
１を据付床２の据付部２ｂ上に配置するとともに、ベンド管２０のベースプレート２２を
据付部２ｂに固定する。この際、本実施形態では、揚水管１２とベンド管２０とを嵌合接
続部１８，２３の嵌合により接続する構成としているため、吸込水槽１と据付床２の間の
高さ寸法の誤差は、ベンド管２０を揚水管１２に対して軸方向に移動させることにより吸
収できる。よって、設置時には誤差の調整作業が不要であるため、設置作業性を向上でき
る。
【００２８】
　ついで、回転軸５１Ａ～５１Ｃおよびインペラ５４を一体的に組み付けた耐水ポンプを
吊り下げ、開口部２５から揚水管１２内に挿入する。そして、ベーンケーシング１５の係
合部１６に軸受ケーシング５７の係合段部５８を係合させる。この際、シャフトナット３
８を回転させることにより回転軸５１Ａ～５１Ｃを軸方向に移動させ、図６（Ａ），（Ｂ
）に示すように、インペラ５４と吸込ベルマウス１３（プロテクタ管１４）の隙間を調整
する。最後に、耐水モータ３０をベンド管２０の開口部２５に水密に連結するとともに、
耐水モータ３０の上側にカバー３９を水密に取り付ける。このように、本実施形態の立軸
ポンプ１０は、下端側に固定したインペラ５４の隙間調整を、耐水モータ３０が位置する
ポンプ室３内にて容易に行うことができる。そのため、ポンプ設置作業で重要な芯だし工
程は不要であり、設置に関する作業性を大幅に向上できる。
【００２９】
　この立軸ポンプ１０を運転すると、耐水モータ３０の駆動により、固定子３６に対して
回転子３５が回転駆動することにより、モータ軸３２および直結された回転軸５１Ａ～５
１Ｃを介してインペラ５４が回転される。これにより、吸込水槽１内の水が揚水管１２を
通して汲み上げられて、吐出管２７を介して下流側へ送水される。
【００３０】
　この際、本実施形態では、ベンド管２０に開口部２５を設けているが、その上に耐水モ
ータ３０を水密状態で配設しているため、揚水を外部に漏出させることなく、確実に吐出
管２７から下流側へ送水することができる。また、揚水管１２とベンド管２０とは、嵌合
による接続としているが、上流側の揚水管１２を下流側のベンド管２０に内嵌する構成と
しているため、揚水を外部に漏出させることなく、確実に吐出管２７から下流側へ送水す
ることができる。さらに、本実施形態では、中空状のモータ軸３２に回転軸５１Ａを貫通
させ、カップリング３７で連結した構成であるため、ポンプスラストを耐水モータ３０の
上端で支持することができる。
【００３１】
　また、耐水モータ３０内では、ウォータジャケット４６内の冷却水空間中の一次冷却水
が、循環羽根５０の回転により冷却水出口管４８を経て冷却水室４３に流入し、熱交換器
４４の上面側に導入された後、冷却水入口管４９を経て冷却水空間４７に循環供給される
。即ち、一次冷却水は、ウォータジャケット４６内の冷却水空間４７と熱交換器４４の間
を循環する。一方、前述のようにインペラ５４によって汲み上げた揚水は、一部がベンド
管２０の開口部２５からモータ取付部内に流入し、熱交換器４４の下面側に導入される。
従って、耐水モータ３０で発生した熱は、熱交換器４４において一次冷却水から二次冷却
水としての揚水に伝達され、その結果、常に冷却された一次冷却水により耐水モータ３０
が冷却される。
【００３２】
　このように、本発明の立軸ポンプ１０は、内冷型の耐水モータ３０を用いているため、
ポンプ室３が水没しても耐水モータ３０の分解整備を行うことなく連続運転できる。
【００３３】
　また、減速機を用いることなく耐水モータ３０を回転軸５１Ａ～５１Ｃに直結し、かつ
、駆動機構を１つのポンプ室３に集約できるため、設備を簡素化でき、建設コストの増大
を抑制できる。さらに、耐水モータ３０内の一次冷却水は、吸込水槽１から汲み上げた揚
水を二次冷却水として、熱交換器４４を介して降温できるようにしているため、外部注水
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【００３４】
　しかも、本実施形態の立軸ポンプ１０は、揚水管１２を固定部材２８によって吸込水槽
１内に固定し、ベンド管２０を据付床２に固定するものであるため、吸込水槽１と据付床
２に荷重を分散できる。よって、ポンプ機場の据付床２に要求される強度を低減できる。
また、本実施形態では、駆動系部品である回転軸５１Ａ～５１Ｃ、インペラ５４および耐
水ポンプだけを、ケーシング１１から引き上げることができる（プルアウト型）。そのた
め、回転体であるインペラ５４をメンテナンスする際には、ケーシング１１を引き上げる
必要がない。よって、引き上げ重量を軽量化することができるため、点検作業性を向上で
きる。
【００３５】
　なお、本発明の立軸ポンプ１０は、前記実施形態の構成に限定されるものではなく、種
々の変更が可能である。
【００３６】
　例えば、前記実施形態では、固定部材２８を揚水管１２の下端と吸込水槽１の底部１ａ
の間に固定したが、吸込水槽１の側壁部に固定する構成としてもよい。また、前記実施形
態では、駆動手段として耐水モータ３０を用いたが、汎用の駆動モータを用いてもよい。
【符号の説明】
【００３７】
　１…吸込水槽
　２…据付床
　１０…立軸ポンプ
　１１…ケーシング
　１２…揚水管
　１３ａ…吸込口
　１８…嵌合接続部
　２０…ベンド管
　２２…ベースプレート
　２３…嵌合接続部
　２５…開口部
　２７…吐出管
　２８…固定部材
　３０…耐水モータ
　３２…モータ軸
　３７…カップリング
　３８…シャフトナット（保持機構）
　５１Ａ～５１Ｃ…回転軸
　５４…インペラ



(8) JP 5378476 B2 2013.12.25

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(9) JP 5378476 B2 2013.12.25

【図５】 【図６】



(10) JP 5378476 B2 2013.12.25

10

フロントページの続き

(72)発明者  湯浅　邦彦
            大阪府高槻市宮田町１丁目１番８号　株式会社酉島製作所内
(72)発明者  池田　楠生
            大阪府高槻市宮田町１丁目１番８号　株式会社酉島製作所内

    審査官  田谷　宗隆

(56)参考文献  実開昭５４－１８２４０２（ＪＰ，Ｕ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｆ０４Ｄ　　１３／００　　　　
              Ｆ０４Ｄ　　２９／６０　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

